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くすりのなまえ　
第１７回　 プロスタグランジンに働きかけるくすり
　プロスタグランジンという言葉を一度は聞いたことがあるでしょうか。プロスタグランジンは生体内で様々な働きを持っている物質ですが、多様な働きを持っていることから、くすりのターゲットになっている物質です。プロスタグランジンといっても、ひとつの物質ではなく、いくつかの種類があり（プロスタグランジンA、プラスタグランジンB　など）、それぞれに持っている作用が違います。

　プロスタグランジンは最初に発見されたのが精液や精嚢内であったため、前立腺（prostate gland）由来ということからプロスタグランジン（prostaglandin）と名付けられました。プロスタグランジンの作用の中で、くすりとして応用されているものだけでも、血管拡張作用、血小板凝集抑制作用、子宮収縮作用、胃粘膜保護作用などがあります。

　代表的なプロスタグランジンに作用するくすりについて挙げていきます。

サイトテック：プロスタグランジンの有するCytoprotection作用（粘膜細胞保護作用）の単語より下線部分をつづけてCytotec（サイトテック）とした。

プレグランディン膣坐剤：Pregnancy（妊娠）とProstaglandinより命名

プロサイリン：プロスタサイクリン（プロスタグランジンI２の別名）誘導体であることから
キサラタン点眼液：XalatanのXaは治験コードであるPhXA41から、latanは一般名であるlatanoprost（ラタノプロスト）より引用された。

以上に上げたくすりはすべて、直接的にプロスタグランジンに働きかけますが、間接的な作用をもつものはもっとたくさんあります。ひとつには、鎮痛・抗炎症剤（NSAIDs）です。鎮痛・抗炎症剤（NSAIDs）は痛みを増強するプロスタグランジンの産生を抑えることにより、鎮痛作用を発揮します。しかし、種類の多いプロスタグランジンを全般的に抑えてしまうため、胃を守る作用のプロスタグランジンも少なくなってしまい、胃への副作用が発生する原因の一つになっています。また、プロスタグランジンに働きかける内服薬は、妊婦や妊娠している可能性のある人には禁忌になっています。点眼剤のキサラタンでさえ、妊婦には慎重投与になっています。これは、はじめにも書きましたが、プロスタグランジンの作用の一つに子宮収縮作用があるからです。たとえ、子宮収縮に関係のないプロスタグランジンに作用するからといって、完全に子宮収縮作用を排除することができないために、禁忌（点眼でも慎重投与）になっています。

次回はカルシウムと血圧に関係するくすりです。
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